今月の樹　ハナミズキ
ミズキ科　　花水木　
北アメリカ原産で別名はアメリカヤマボウシ。明治４５年東京市から米国ワシントンにサクラが寄贈されたが、その返礼として、日本に渡来したアメリカの代表的花木である。そのとき送られてきた原木が今も新宿御苑に残っている。
春爛漫の頃、小枝の先に白又は紅色の花が付く。

花弁のように見えるのは４枚の大きな総苞であり、その中心部の雄しべのように見える緑黄色の部分が花である。秋には紅葉が見られ、四季折々にうつくしく変化する楽しみの多い樹である。耐寒性に強く半日陰でも良く育つ。

総苞は原種は白色と言われるが、淡紅色になるベニバナハナミズキ、白色の総苞で枝が垂れるシダレハナミズキなどの種類がある。

葉は対生で枝先に集まって付く、葉身は長さ８～１５ｃｍ卵状楕円形又は卵円形で先は短くとがり基部は円形、縁は全縁で少し波打つ。
開花は４月下旬でソメイヨシの同様に葉に先立って花を咲かすか同時に開花。
ハナミズキの総苞は倒卵形で、先がへこむ。総苞片の中心に黄緑色の小さな花が１５～２０個集まった球状の頭状花序を付ける。
日本のヤマボウシに花が似ている。
ヤマボウシは葉が先にでる事から区別できる。

ヤマボウシの平らに開いた白い花弁のように見えるのは総苞片。先端が尖り、菱形となる
中心に花弁４枚、雄しべ４つ、花柱は１個の花がある。ハナミズキの果実は液果,紅色となるが食べられない。

ヤマボウシの果実は別名ヤマグワと言われるが、赤く熟して美味しい。
集合果。直径１～1.5cmの球形
９～１０月に熟す。

上述のように、ハナミズキは日米親善の木として有名であるが一方では３つの悲劇をもつ樹であるとも言われる。
＊ハナミズキの英名は“Dogwood”　直訳するとイヌの樹である。イヌー○○　は日本では役に立たない？など何となく一段下に見られた存在。

　　　　　　　　　　　　May  2011  NKC
（語源はこの樹の皮を煎じて犬の皮膚病に使ったからとされるが・・・。）
＊第２の悲劇は、第２次世界大戦時、ハナミズキは敵国の樹として疎んじられ、伐られたとさえ言われている。

＊ハナミズキについては米国では次のような言い伝えがある。（以下は英語の直訳）
ハナミズキの伝説
キリストが生きておられた時代には、ハナミズキは堂々とした大木だったのです。枝も固くて丈夫でしたから、キリストの十字架材に選ばれてしまいました。
そこで人々が嘆き悲しむのを見たキリストは、今日まで変わらない約束をしてくれたのです。
｢これからは皆さんの木が、十字架に使われるほど大きく育たないよう...幹はかぼそくよじれ、花は十字架をかたどって咲くことでしょう。花弁に茶色は血の染み、花芯にはいばらの冠、ハナミズキを見るたびに、十字架にかけられた私を思い出してください。ハナミズキをいつくしんで、私の受難の苦しみを分かち合ってください｣







上　ベニバナハナミズキ

下　果実
